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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしてい
ます。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、太字フォントで示しています。

太字フォント

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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用途表記法

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、イタリック体フォントで示してい

ます。

イタリック体

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

Bシリーズのすべてのマニュアルの完全なリストについては、次のURLで入手できる『CiscoUCS
B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。 http://www.cisco.com/go/
unifiedcomputing/b-series-doc

すべてのCシリーズのマニュアルの完全なリストについては、次のURLにあるCiscoUCSC-Series
Servers Documentation Roadmapを参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc

他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのマニュアルが含まれる ISOファイルは、次のURLで入手でき
ます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このページか
ら、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは主要な各マニュアルのリリース後に更新されます。

マニュアルの更新通知を受信するには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

Cisco UCS C シリーズと Cisco UCS Manager
との統合

この章の内容は、次のとおりです。

• 概要, 1 ページ

• Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerとの統合 , 2 ページ

• FEX接続モードと検出, 3 ページ

• FEXのアップリンク数に基づく設定可能な vNIC/vHBAの最大数, 4 ページ

概要
このマニュアルでは、Cisco UCSManagerリリース 2.1と統合する Cisco UCSラックマウントサー
バのインストールに関する情報とその手順について説明します。

Cisco UCSCシリーズラックマウントサーバは、組み込みのスタンドアロンソフトウェアである
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）によって管理します。 Cシリーズラックマウント
サーバと Cisco UCS Managerを統合すると、CIMCではサーバを管理しないようになります。そ
の代わりとしてCisco UCSManagerソフトウェアを使用してサーバを管理します。サーバはCisco
UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用して管理します。

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerは次のいずれかの設定で統合
できます

•クラスタセットアップ：ファブリックエクステンダ（FEX）を 2台使用して、Cシリーズ
ラックマウントサーバをファブリックインターコネクト 2台と接続します。

•非クラスタセットアップ：Cシリーズラックマウントサーバを FEX 1台および FI 1台と接
続します。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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C シリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Manager
との統合

Cisco UCSManagerは、Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバの管理用に 2つの接続モード
を提供します。接続モードには、次の 2種類があります。

•デュアルワイヤ管理（Shared LOM）：この管理モードは、Cisco UCS Managerのリリース
2.1よりも前でサポートされています。ラックサーバ上の、共有されたオンボード LAN
（LOM）ポートは、管理トラフィックの伝送に専用的に使用されます。 PCIeカードのポー
トのいずれかに接続された個別のケーブルは、データトラフィックを伝送します。データ

トラフィックと管理トラフィックの管理に 2本の個別のケーブルを使用することは、デュア
ルワイヤ管理とも呼ばれます。

•シングルワイヤ管理（サイドバンド）：Cisco UCS Managerリリースバージョン 2.1では、
NetworkController Sideband Interface（NC-SI）を使用した追加のラックサーバ管理モードが導
入されています。 Cisco UCS VIC1225仮想インターフェイスカード（VIC）は NC-SIを使用
します。これにより、同じケーブルでデータトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送

できます。この新しい機能は、シングルワイヤ管理と呼ばれます。詳細については、シン

グルワイヤ管理, （7ページ）を参照してください。

CiscoUCSManagerとのデュアルワイヤ統合のための一般的な前提条件は、Cシリーズラックマウ
ントサーバ CIMCリリース 1.4(6)以降に組み込まれています。シングルワイヤ管理を使用する場
合は、次のものが必要です。

•サーバ CIMCリリース 1.4(6)以降

• Cisco UCS VIC1225仮想インターフェイスカード

次の表に、Cシリーズラックマウントサーバとサポートされる管理オプションを示します。

表 1：サポートされる管理オプション

デュアルワイヤ管理シングルワイヤ管理サーバ

YesYesCisco UCS C22 M3サーバ

YesYesCisco UCS C24 M3サーバ

YesNoCisco UCS C200M2サーバ

YesNoCisco UCS C210M2サーバ

YesYesCisco UCS C220M3サーバ

YesYesCisco UCS C240M3サーバ
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デュアルワイヤ管理シングルワイヤ管理サーバ

YesNoCisco UCS C250M2サーバ

YesYesCisco UCS C260M2サーバ

YesYesCisco UCS C420M3サーバ

YesYesCisco UCS C460M2サーバ

サーバのモデルと CIMCのバージョンに基づき、ラックサーバと Cisco UCSManager 2.1とを接続
するには、次の 2つの統合オプションのいずれかを使用できます。

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクト（FI）内で動作します。この管理サービス
で使用できるインターフェイスのいずれかを使用して、ファブリックインターコネクトに接続さ

れたシャーシすべてのネットワークおよびサーバリソースにアクセスしたり、これらを設定、管

理、およびモニタしたりすることができます。CiscoUCS6100シリーズまたは6200シリーズファ
ブリックインターコネクトの詳細については、次のリンク先にあるマニュアルを参照してくださ

い。

• Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

この構成における Cisco Nexus 2232ファブリックエクステンダ（FEX）の詳細については、次の
リンク先にあるマニュアルを参照してください。

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダマニュアル

FEX 接続モードと検出
FEXと FIを接続するには 2つの方法があります。 Cisco UCS Manager FIは、接続モードに基づい
て FEXを検出します。 FEX接続モードには、次のものがあります。

• Hard-Pinningモード：FEXが検出されると、FEXポート側のサーバが、接続されたアップリ
ンクポートにピン接続されます。 Cisco UCSManagerは、確認済みのアップリンクポートの
数に基づいて、サーバ側ポートをアップリンクポートにピン接続します。ピン接続の後に、

新しいアップリンクを追加するか、または既存のアップリンクを削除した場合は、手動で

FEXを確認して変更を適用する必要があります。

• Port-Channelモード：Port-Channelモードにピン接続はありません。単一のポートチャネル
は、すべてのサーバ側ポートのアップリンクとして動作します。また、すべてのアップリン

クポートは、この単一のポートチャネルのメンバです。アップリンクポートの 1つがダウ
ンした場合、トラフィックは、使用可能な別のアップリンクポートに自動的に配信されま

す。
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これらの接続モードは、6200シリーズ FIだけに適用されます。（注）

Port-Channelモードで FEXと FIとの間をケーブル接続しているときに、使用可能な仮想インター
フェイス（VIF）の名前空間は、アップリンクが FIポートに接続されている場所によって異なり
ます。

• FEXからのポートチャネルアップリンクが、単一チップで管理される 1つのポートセット
（8ポート構成）内でのみ接続されている場合、CiscoUCSManagerはサーバ上で展開された
サービスプロファイルで使用される VIFの数を最大化します。

•アップリンク接続が個別のチップで管理される複数のポートに分散している場合、VIFの数
は少なくなります。たとえば（図を参照）、ポートチャネルの 7つのメンバをポート 1～
7に接続し、8つめのメンバをポート 9に接続した場合、このポートチャネルはメンバが 1
つしかないかのように VIFをサポートします。

Cisco UCS 6200シリーズ FIには 8個の連続ポートのセットが 6つあります。ポートのセットはそ
れぞれ単一チップで管理されます。 FEXディスカバリポリシーとポートチャネルの割り当てに
ついては、『Cisco UCS Manager Configuration Guide, Release 2.0』以降を参照してください。

図 1：ファブリックインターコネクトと拡張モジュールの 6 つのポートセット

FEX のアップリンク数に基づく設定可能な vNIC/vHBA の
最大数

次の表に、FEXのアップリンク数に基づく設定可能な vNIC/vHBAの最大数を示します。

表 2：Cisco UCS 6100 ファブリックインターコネクト

デュアルワイヤ管理の VIC アダ
プタごとの最大 VIF 数
（vNIC+vHBA）

シングルワイヤ管理の VIC アダ
プタごとの最大 VIF 数
（vNIC+vHBA）

FEX と FI 間の確認されたリンク

非サポート非サポート1

432
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デュアルワイヤ管理の VIC アダ
プタごとの最大 VIF 数
（vNIC+vHBA）

シングルワイヤ管理の VIC アダ
プタごとの最大 VIF 数
（vNIC+vHBA）

FEX と FI 間の確認されたリンク

1094

22218

表 3：Cisco UCS 6200 ファブリックインターコネクト

デュアルワイヤ管理の VIC アダ
プタごとの最大 VIF 数
（vNIC+vHBA）

シングルワイヤ管理の VIC アダ
プタごとの最大 VIF 数
（vNIC+vHBA）

FEX と FI 間の確認されたリンク

13121

28272

58574

1181178

（注） •非 VICアダプタの場合、vNICの最大数は 2、vHBAの最大数は 2になります。

•シングルワイヤモードのサーバに 2つの VICアダプタがある場合、2番めのアダプタで
使用可能な VIF（vNIC+vHBA）の最大数はデュアルワイヤモードのサーバのアダプタの
場合と同じです。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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第 2 章

シングルワイヤ管理の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• シングルワイヤ管理, 7 ページ

• シングルワイヤ管理の重要な注意事項, 8 ページ

• 管理接続ポリシーと接続モード, 8 ページ

• Cisco UCS Manager 2.1とのシングルワイヤ統合の要件 , 9 ページ

• クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとの接続, 12 ページ

• クラスタセットアップの物理的な接続の図, 13 ページ

• 非クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと UCSドメインとの接続, 21 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 21 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 22 ページ

シングルワイヤ管理
Cisco UCS Manager 2.1は、NC-SIを使用して Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS
Managerとを統合する追加オプションをサポートしています。このオプションを使用すると、Cisco
UCS Managerは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方でシングルワイヤを使用し、C
シリーズラックマウントサーバを管理します。 Shared-LOMモードでは 2つのポートを使用しま
すが、シングルワイヤ管理モードを使用すると、1つの FEXのホスト側のポートでも 1つのラッ
クマウントサーバを十分に管理できます。したがって、より多くのラックマウントサーバをCisco
UCS Manager 2.1と接続し、サーバ管理を統合できます。 Cisco UCS Managerと統合するための正
しいサーバファームウェアがあることを確認してください。そうでない場合は、サーバを Cisco
UCSManagerと統合する前にサーバファームウェアをアップグレードします。Cシリーズサーバ
のファームウェアのアップグレード, （44ページ）を参照してください。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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Cシリーズラックマウントサーバ C200、C210、および C250では、シングルワイヤ管理はサ
ポートされていません。

（注）

シングルワイヤ管理の重要な注意事項
シングルワイヤ管理には、次の注意事項と制限事項があります。

•シングルワイヤ管理をイネーブルにして Cisco UCS Managerを統合するには、ラックサーバ
に Cisco UCS VIC1225が取り付けられている必要があります。

•シングルワイヤ管理用に割り当てられている特定のスロットに Cisco UCS VIC1225が取り付
けられている必要があります。そうでない場合は、シングルワイヤ接続が機能しません。

• Cisco UCS VIC1225は、デュアルワイヤ管理もサポートしています。 Cisco UCS 1225 VICが
取り付けられている場合は、接続オプションとしてシングルワイヤ管理またはデュアルワイ

ヤ管理のいずれかを選択できます。

管理接続ポリシーと接続モード
CiscoUCSドメインでCシリーズラックマウントサーバの物理的な接続を確立した場合は、Cisco
UCSManager GUIまたはCisco UCSManager CLIで接続モードおよび管理ポリシーを指定する必要
があります。管理ポリシーは、接続されているすべての Cシリーズラックマウントサーバに対
してグローバルです。接続モードは、CiscoUCSManagerでのラックサーバの検出を決定します。
ラックサーバに次のいずれかの接続ポリシーを指定できます。

•自動確認：これは、Cシリーズラックマウントサーバで推奨されるデフォルトの接続モード
です。物理的な接続が確立された直後に接続モードが自動確認されると、CiscoUCSManager
がラックサーバを検出し、指定された管理ポリシーに基づいてサーバの管理を開始します。

シングルワイヤ管理でサーバを管理し、自動確認を使用する場合は、LOMケー
ブルを接続しないでください。LOMケーブルが接続されている場合、自動確
認が行われると、デュアルワイヤ管理ではサーバが検出されることがありま

す。

ヒント

•ユーザ確認：接続モードがユーザ確認の場合、物理的な接続を確立した後に手動で接続を確
認し、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIの接続モードを指定して検出を
開始する必要があります。 Cisco UCS Managerは、接続モードを指定するまで Cシリーズ
ラックマウントサーバの検出を開始しません。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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Cisco UCSManagerによってラックサーバが検出され、管理されているときに、ある Cシリー
ズラックマウントサーバの既存の接続モードを変更する場合は、新しい接続モードを指定す

る前にそのサーバの稼働を停止して再稼働する必要があります。その後、Cisco UCS Manager
は新しい接続モードのサーバだけを検出します。

（注）

Cisco UCS Manager 2.1 とのシングルワイヤ統合の要件
クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップでCシリーズラックマウントサーバとCisco UCSManagerとのシングルワ
イヤ統合を作成するには、次の項目が必要です。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に示すCisco UCS Cシリーズサーバおよび対応するCIMCのリリースバージョンのい
ずれか。

BIOSCIMCサーバ

1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3サーバ

1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3サーバ

1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3サーバ

1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3サーバ

1.4.71.4(6)Cisco UCS C260 M2サーバ

1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3サーバ

1.4.71.4(6)Cisco UCS C460 M2サーバ

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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サーバには Cisco UCS VIC1225が取り付けられている必要があります。 Cisco
UCS VIC1225のファームウェアおよびブートローダのバージョンは次のとお
りです。

重要

•推奨：2.1(0.457a)

•最小要件：2.1(0.367e)

Cisco UCSVIC1225は、次の表に示すように、各サーバの正しいスロットに取
り付ける必要があります。

表 4：シングルワイヤ統合のための Cisco UCS VIC1225のスロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

7Cisco UCS C260 M2サーバ

4Cisco UCS C420 M3サーバ

1Cisco UCS C460 M2サーバ

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 2。ファブリックエクステンダ（FEX）
を接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要があります。

• Cisco Nexus 2232PP FEX × 2。

FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要があります。電
源が接続されていて、ハードウェアに問題がある場合は、電源投入時自己診

断テスト（POST）の途中で「重大な」障害が報告されることがあります。た
とえば、「Power supply 1 in fex 6 power: error」というエラーが
表示されることがあります。不足している電源コードを FEX電源装置に接続
すると、これらのエラーをクリアできます。

（注）

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル × 4。
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10 OL-27661-01-J  

シングルワイヤ管理の設定

Cisco UCS Manager 2.1 とのシングルワイヤ統合の要件



（注） •各 FEXを対応する FIと接続するために、少なくとも 1本のケーブルが必
要です。

•サーバと FEX間でデータトラフィックパスをリンクするために、少な
くとも 2本のケーブルが必要です。

• 6100シリーズ FIを使用している場合は、各 FEXを対応する FIと接続す
るために 2本のケーブルが必要です。

• FEXから FIへのアップリンク用に、少なくとも 4本のケーブルが必要で
す。 10 Gbツインアキシャルケーブル、または次の SFPタイプのケーブ
ルのいずれかを使用できます。

• SFP：10GE-SR

• FET：10GE

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで
SFPタイプを混在使用した場合は、「Discovery Failed」というエラーが
表示されます。

重要

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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非クラスタセットアップの要件

非クラスタセットアップで、Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバ
とともにサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 1。ファブリックエクステンダ
（FEX）を接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要がありま
す。

• Cisco Nexus 2232PP FEX × 1。

• 10 Gb SFPケーブル × 3。

（注） • 6200シリーズ FIを使用している場合は、SFPケーブルが少なくとも 2本
必要です。

•サーバと FEX間でデータトラフィックパスをリンクするために、少な
くとも 1本のケーブルが必要です。

• FEXから FIへのアップリンク用に、少なくとも 2本のケーブルが必要で
す。 FEXから FIへのアップリンクに使用する 2本のケーブルには、10
Gbツインアキシャルケーブル、または次の Small Form-Factor Pluggable
（SFP）タイプのケーブルのいずれかを使用できます。

• SFP：10GE-SR

• FET：10GE

クラスタセットアップでの C シリーズサーバと Cisco
UCS ドメインとの接続

サーバを接続する前に、Cisco UCSManagerと統合するために Cisco UCS VIC1225が正しいスロッ
トに取り付けられていることを確認します。カードが正しいスロットに取り付けられていない場

合は、サーバのシングルワイヤ管理をイネーブルにできません。

手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してく
ださい。インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 FEXにデータトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送するパスを接続します。
a) サーバの 10 Gbアダプタカードと、ファブリックAに接続された FEXのポートの間を、10 Gb

SFPケーブルで接続します。 FEXの任意のポートを使用できます。
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b) サーバの 10 Gbアダプタカードと、ファブリックBに接続された FEXのポートの間を、10 Gb
SFPケーブルで接続します。 FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 3 FEXから FIへのパスを接続します。
a) FEX Aと、FI Aの 2個のポートの間を、少なくとも 2本の 10 Gb SFPケーブルで接続します。

FI Aの任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければ
なりません。

b) FEX Bと、FI Bの 2個のポートの間を、少なくとも 2本の 10 Gb SFPケーブルで接続します。
FI Bの任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければ
なりません。

（注）

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。アップリン
クの最大数は 8です。

•アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」というエラーが発生します。

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続
します。

ステップ 5 サーバをリブートします。

クラスタセットアップの物理的な接続の図
次に、各 Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリース
2.1とのシングルワイヤでの物理的な接続の図を示します。
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次の図は、C22M3サーバとCisco UCSManagerを統合する場合の配線を表しています。金色で示
されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 2：Cisco UCS C22 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C22 M3サーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 1の Cisco UCS VIC12256Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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次の図は、C24M3サーバとCisco UCSManagerを統合する場合の配線を表しています。金色で示
されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 3：Cisco UCS C24 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C24 M3サーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 1の Cisco UCS VIC12256Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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次の図は、C220 M3サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。金色で
示されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 4：Cisco UCS C220 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

5Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C220 M3サーバ6Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 1の Cisco UCS VIC12257Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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次の図は、C240 M3サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。金色で
示されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 5：Cisco UCS C240 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C240 M3サーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 2の Cisco UCS VIC12256Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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次の図は、C420 M3サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。金色で
示されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 6：Cisco UCS C420 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C420 M3サーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 4の Cisco UCS VIC12256Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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次の図は、C260 M2サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。金色で
示されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 7：Cisco UCS C260 M2 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C260 M2サーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 7の Cisco UCS VIC12256Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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次の図は、C460 M2サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。金色で
示されるパスは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方を伝送します。

図 8：Cisco UCS C460 M2 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C460 M2サーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

PCIeスロット 1の Cisco UCS VIC12256Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3
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非クラスタセットアップでの C シリーズサーバと UCS
ドメインとの接続

「クラスタセットアップでのCシリーズサーバとCisco UCSドメインとの接続」での説明と同じ
手順に従ってください。 2つの FIと 2つの FEXを接続するのではなく、1つの FIと 1つの FEX
だけを接続します。

図 9：シングルワイヤでの非クラスタセットアップの例

次の図は、シングルワイヤ管理での非クラスタセットアップの例を示します。

Cisco UCS Cシリーズサーバ3Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

PCIeスロット 1の Cisco UCS VIC12254Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

CiscoUCSManagerを使用してCiscoUCSドメインに統合されているすべてのラックマウントサー
バを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはす

べて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIのサービスプロファイルからのみ実行
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します。 Cisco UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウントサー
バの CIMCは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、各リリー
スの『Cisco UCSManager GUI Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照
してください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バに UCS Managerサービスプロファイルが関連付けられます。 Cシリーズサーバをスタンドア
ロンモードに戻す（すなわちCIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCSManager
で次の処理を行う必要があります。

手順

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除します。

ステップ 2 サーバの稼働を中止します。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによっ
て割り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがありま
す。これによって番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間
で競合が生じる可能性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せ

ずにサーバをスタンドアロンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI
RAIDコントローラがブート可能デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動
ができなくなります。

注意
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第 3 章

デュアルワイヤ管理の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• デュアルワイヤ管理, 23 ページ

• Cisco UCS Manager 2.1とのデュアルワイヤ統合の要件, 23 ページ

• クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとの接続, 26 ページ

• クラスタセットアップの物理的な接続の図, 28 ページ

• 非クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと UCSドメインとの接続, 37 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 38 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 38 ページ

• デュアルワイヤ統合向けにサポートされているネットワークアダプタカード, 39 ページ

• 統合型サーバに関する特記事項, 40 ページ

デュアルワイヤ管理
Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、Shared LOM経由で既存のラックサーバの統合および管理
オプションをサポートします。データトラフィックと管理トラフィックには 2本の個別のケーブ
ルを使用します。 Cisco UCS Managerとの統合のための前提条件は、Cシリーズサーバに組み込
まれています。 Cisco UCS Managerと統合するための正しいサーバファームウェアがあることを
確認してください。そうでない場合は、サーバをCiscoUCSManagerと統合する前にサーバファー
ムウェアをアップグレードします。 Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード, （44
ページ）を参照してください。

Cisco UCS Manager 2.1 とのデュアルワイヤ統合の要件
クラスタセットアップの要件
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次に、クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerバージョン 2.1との統
合の要件を示します。

• Cisco UCS Managerソフトウェアリリース 2.1を実行している Cisco UCSシステム。

• Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応する Cisco UCS Managerのリリースバージョンのい
ずれか。

（注） • Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード（N2XX-ACPCI01）が取り
付けられており、このカードをUCS統合に使用する場合、カードのファー
ムウェアレベルの最小要件は 2.0(2g)です。詳細については、『Install
andUpgradeGuides』の「Special Considerations for the CiscoUCS P81EVirtual
InterfaceCard (N2XX-ACPCI01)」の項を参照してください。 P81EUBOOT
のファームウェアの更新については、「統合型サーバでのCiscoUCSP81E
VICファームウェアと ubootイメージの更新」を参照してください。

• Cisco UCS 1225 VICは、デュアルワイヤ管理もサポートしています。

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 2。サーバトラフィックを伝送するスイッ
チポートがサーバポートとしてイネーブルになっている必要があります。

• Cisco Nexus 2232PP FEX × 2。

FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要があります。電
源装置に電力が供給されない場合は、電源投入時自己診断テスト（POST）中
に「重大な」障害の報告が表示されることがあります。たとえば、「Power
supply 1 in fex 6 power: error」などです。不足している電源コー
ドを FEX電源装置に接続すると、これらのエラーをクリアできます。

（注）

• RJ-45イーサネットケーブル × 2。 RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィックパス
の接続に使用します。

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル × 4。
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（注） •各 FEXを対応する FIと接続するために、少なくとも 1本のケーブルが必
要です。

•サーバと FEX間でデータトラフィックパスをリンクするために、少な
くとも 2本のケーブルが必要です。

• 6100シリーズ FIを使用している場合は、各 FEXを対応する FIと接続す
るために 2本のケーブルが必要です。

• FEXから FIへのアップリンク用に、少なくとも 4本のケーブルが必要で
す。 10 Gbツインアキシャルケーブル、または次の SFPタイプのケーブ
ルのいずれかを使用できます。

• SFP：10GE-SR

• FET：10GE

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで
SFPタイプを混在使用した場合は、「Discovery Failed」というエラーが
表示されます。

重要

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）× 2。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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非クラスタセットアップの要件

非クラスタセットアップで、Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバ
とともにサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 1。ファブリックエクステンダ
（FEX）を接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要がありま
す。

• Cisco Nexus 2232PP FEX × 1。

• RJ-45イーサネットケーブル × 1。 RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィック
パスを接続します。

• 10 Gb SFPケーブル × 3。

（注） • 6200シリーズ FIを使用している場合は、SFPケーブルが少なくとも 4本
必要です。

•サーバと FEX間のデータトラフィックパスをリンクするために 2本の
ケーブルが必要です。

• FEXからファブリックインターコネクトへのアップリンク用に 4本の
ケーブルが必要です。 FEXから FIへのアップリンクに使用する 4本の
ケーブルには、10 Gbツインアキシャルケーブル、または次の SFPタイ
プのケーブルのいずれかを使用できます。

• SFP：10GE-SR

• FET：10GE

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）× 1。

クラスタセットアップでの C シリーズサーバと Cisco
UCS ドメインとの接続

各 Cシリーズラックマウントサーバの接続の図については、クラスタセットアップの物理的な
接続の図, （28ページ）を参照してください。

サーバと Cisco UCSドメインを接続する前に、カードのファームウェアが統合に適した推奨レベ
ルであることを確認します。この統合には、次のCiscoVICアダプタのいずれかを使用できます。

•カードのファームウェアとカードのubootファームウェアのレベルが2.0(2g)以上のCiscoUCS
P81E仮想インターフェイスカード

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.1 との統合
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• Cisco UCS 1225仮想インターフェイスカード

統合にはサードパーティ製のアダプタも使用できます。サポートされているサードパーティ

製のアダプタカードについては、「サポートされるアダプタカード」を参照してください。

（注）

指定されているカードファームウェアのレベルを所有していない場合は、統合する前にスタンド

アロンモードでサーバのファームウェアを更新します。ファームウェアのバージョンがそれより

前のカードをCisco UCSManager 2.1に接続すると、ディスカバリプロセスの途中で、ディスカバ
リおよび関連付け/関連付け解除に関する障害が発生します。これらの問題が発生した場合は、
アップグレード手順を参照して、カードのファームウェアレベルをアップグレードしてくださ

い。

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してく
ださい。インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 管理トラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) GLC-TトランシーバをファブリックAに接続されている FEXのポートに挿入します。 FEXの
任意のポートを使用できます。

b) GLC-TトランシーバをファブリックBに接続されている FEXのポートに挿入します。 FEXの
任意のポートを使用できます。

c) サーバの背面パネルにある 1 Gbポートと、ファブリックAの FEXに挿入したトランシーバと
の間を、RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

d) サーバの背面パネルにある 1 Gbポートと、ファブリック Bの FEXに挿入したトランシーバと
の間を、RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

ステップ 3 データトラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) サーバの 10 Gbアダプタカードとファブリック Aの FEXのポート間を 10 Gb SFPケーブルで
接続します。 FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバの 10 Gbアダプタカードとファブリック Bの FEXのポート間を 10 Gb SFPケーブルで
接続します。 FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 4 FEXから FIへのパスを接続します。これらのパスでは、データトラフィックと管理トラフィッ
クの両方が伝送されます。

a) FEX Aと FI Aの 2つのポート間を、2本の 10 Gb SFPケーブルで接続します。 FI Aの任意の
ポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポート間を、2本の 10 Gb SFPケーブルで接続します。 FI Bの任意の
ポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。
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（注）

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。

•アップリンクの最大数は 8です。 FEXと FIとの間のポートの配線に関する要件は、Cisco
UCS Managerの FIディスカバリポリシーに基づいて変化します。

•アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」というエラーが発生します。

ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続
します。

ステップ 6 サーバをリブートします。

クラスタセットアップの物理的な接続の図
次の図では、各 Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリ
リース 2.0(2)または 2.0(3)の物理的な接続について説明します。

次の図は、C22M3サーバとCisco UCSManagerを統合する場合の配線を表しています。青色で示
されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データトラ

フィックが伝送されます。

図 10：Cisco UCS C22 M3 サーバ
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Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C22 M3サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5

次の図は、C24M3サーバとCisco UCSManagerを統合する場合の配線を表しています。青色で示
されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データトラ

フィックが伝送されます。

図 11：Cisco UCS C24 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）
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Cisco UCS C24 M3サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5

次の図は、C200 M2サーバと Cisco UCS Managerとを統合する場合の配線を表しています。青色
で示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データ

トラフィックが伝送されます。

図 12：Cisco UCS C200 M2 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C200 M2サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3
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PCIeスロット 6の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5

次の図は、C210 M2サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。青色で
示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データト

ラフィックが伝送されます。

図 13：Cisco UCS C210 M2 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
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Cisco UCS C210 M2サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5
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次の図は、C220 M3サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。青色で
示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データト

ラフィックが伝送されます。

図 14：Cisco UCS C220 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cisco UCS C220 M3サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5
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次の図は、C240 M3サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。青色で
示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データト

ラフィックが伝送されます。

図 15：Cisco UCS C240 M3 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
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次の図は、C250 M2サーバと Cisco UCS Managerとを統合する場合の配線を表しています。青色
で示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データ

トラフィックが伝送されます。

図 16：Cisco UCS C250 M2 サーバ

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）
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Cisco UCS C250 M2サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

PCIeスロット Dの 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）
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次の図は、C260 M2サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。青色で
示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データト

ラフィックが伝送されます。

図 17：Cisco UCS C260 M2 サーバ
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B）
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Cisco UCS C260 M2サーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5
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次の図は、C460 M2サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。青色で
示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示されたパスでは、データト

ラフィックが伝送されます。

図 18：Cisco UCS C460 M2 サーバ
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PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

--FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）
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非クラスタセットアップでの C シリーズサーバと UCS
ドメインとの接続

「クラスタセットアップでのCシリーズサーバとCisco UCSドメインとの接続」での説明と同じ
手順に従ってください。 2つの FIと 2つの FEXを接続するのではなく、1つの FIと 1つの FEX
だけを接続します。

図 19：デュアルワイヤでの非クラスタセットアップの例

次の図は、デュアルワイヤ管理での非クラスタセットアップの例を示します。

Cisco UCS Cシリーズサーバ4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

1 Gbイーサネット LOMポート5FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

PCIeスロット 1の 10 Gbアダプタカー
ド

6Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3
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統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

CiscoUCSManagerを使用してCiscoUCSドメインに統合されているすべてのラックマウントサー
バを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはす

べて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIのサービスプロファイルからのみ実行
します。 Cisco UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウントサー
バの CIMCは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、各リリー
スの『Cisco UCSManager GUI Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照
してください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バに UCS Managerサービスプロファイルが関連付けられます。 Cシリーズサーバをスタンドア
ロンモードに戻す（すなわちCIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCSManager
で次の処理を行う必要があります。

手順

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除します。

ステップ 2 サーバの稼働を中止します。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによっ
て割り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがありま
す。これによって番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間
で競合が生じる可能性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せ

ずにサーバをスタンドアロンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI
RAIDコントローラがブート可能デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動
ができなくなります。

注意
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デュアルワイヤ統合向けにサポートされているネットワー

クアダプタカード
次のネットワークアダプタカードは、Cisco UCS Managerの統合をサポートしています。

•シスコの仮想インターフェイスカード（VIC）

•統合型ネットワークアダプタ（CNA）

•イーサネットアダプタ

サポートされるアダプタカード

次の表に、デュアルワイヤモードでCisco UCSManagerと統合されたCシリーズラックマウント
サーバで公式にサポートされているアダプタカードを示します。

表 5：サポートされるアダプタカード

C460 M2C420
M3

C260
M2

C250 M2C240
M3

C220 M3C210
M2

C200
M2

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバ
モデル

YYY-YY--YYCisco UCS 1225
VIC

Y-YYYYYYYYCisco UCS P81E
VIC

（N2XX-ACPCI01）

Y-YY--YY--Emulex
OCe10102-FCNA

（N2XX-AEPCI01）

-Y--YY--YYEmulex
OCe11102-FX
CNA

（UCSCPCIE-ESFP）

Y-YY--YY--QLogic QLE8152
CNA

（N2XX-AQPCI01）
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C460 M2C420
M3

C260
M2

C250 M2C240
M3

C220 M3C210
M2

C200
M2

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバ
モデル

-Y--YY--YYQLogic QLE8242
CNA

（QLE8242
CNA）

Y-YY--YY--Broadcom
BCM57711 10Gb

N2XX-ABPCI02

YYYY--YY--Broadcom
BCM57712 10Gb

UCSC-PCIE-BSFP

YYYYYYYYYYIntel X520 10GB

（N2XX-AIPCI01）

サポートされるカードの組み合わせ

次に、UCSMモードで使用するサーバでサポートされているカードの組み合わせを示します。

•サーバに装着された Cisco Virtual Interface Card（VIC）のみ。 CNAまたはイーサネットカー
ドと組み合わせることはできません。

•サーバに装着された 1種類の CNA（Qまたは E）のみ。 VICまたはイーサネットアダプタ
と組み合わせることはできません。

•サーバに装着された 1種類のイーサネットアダプタ（Bまたは I）のみ。 VICまたは CNA
と組み合わせることはできません。

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください:

•統合型サーバでの Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootイメージの更新, （46ペー
ジ）

•統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態, （41ページ）

•アダプタカードの考慮事項 , （42ページ）

• FEXの考慮事項, （42ページ）
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サポートされている FEX-to-FI のアップリンクケーブルの SFP タイプ
Cシリーズ UCSMの統合には、次の用途で 10 Gb SFPケーブルが 6本必要です。

•サーバと FEXとの間のデータトラフィックのパスの接続：ケーブル 2本

• FEXから FIへのアップリンク：ケーブル 4本

FEXから FIへの 4つのアップリンクでは、Cisco 10 Gb Twinaxケーブルか、次の SFPタイプ
のいずれかを使用できます。

◦ SFP-10GE-SR

◦ FET-10GE

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで SFPのタイプを混
在させると、「Discovery failed」のエラーが発生します。

注意

統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態

電源ボタンまたは Cisco UCS Managerを使用して、統合された Cシリーズサーバの対応するサー
ビスプロファイルに希望する電源の状態をDownと設定している場合、サーバを停止させてDown
状態にしようとすると、サーバと実際の電源の状態が一致しなくなります。これにより、この

後、サーバが予期せずシャットダウンすることがあります。

電源がオフの状態からサーバを安全に再起動するには、Cisco UCS Managerでブートサーバアク
ションを使用します。

次の表は、サーバの電源ボタンを使用した場合に、サーバの実際の電源状態とCiscoUCSManager
サービスプロファイルの電源状態がどのように違うかを示しています。

表 6：サーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態の違い

サービスプロ

ファイルで必

要とされる電

源状態

[UCSM
Equipment] タブ
に表示される

電源状態

アクション後

の実際のサー

バの電源状態

実際の電源ボ

タンによる操

作

サーバの初期

電源状態

サービスプロ

ファイルの初

期電源状態

DownOnOnボタンを押し

て電源を入れ

る

OffDown

UpOffOffボタンを押し

て電源を切る

OnUp
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アダプタカードの考慮事項

アダプタカードの追加、削除、交換時における稼働中止/再稼働

UCSで管理されるサーバでアダプタカードの追加、削除、または交換を行う場合は、まず Cisco
UCS Managerでサーバの稼働を中止する必要があります。処理が終了したら、サーバを再稼働さ
せます。

2 枚の Cisco UCS P81E VIC アダプタカード装着時における NIC/vHBA のプライオリティ

統合型サーバに Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード 2枚、または Cisco UCS 1225VIC 2
枚が装着されている場合、Cisco UCS Managerでの PCI順序は Adapter 1の vNIC/vHBAが Adapter
2の vNIC/vHBAよりも優先されます。

SR-IOV/ARI バス予約 BIOS 設定の変更後の再確認

C200または C210サーバでは、BIOSバージョン 1.4(3c)以降において、SR-IOV/ARI（Single-Root
I/O Virtualization/Alternative Routing-ID Interpretation）によるバス予約をイネーブルまたはディセー
ブルにするオプションがあります。 UCS管理対象サーバの SR-IOV/ARIバス予約設定を変更した
場合は、サーバを再確認する必要があります。

FEX の考慮事項

2232PP FEX の稼働中止/再稼働後の接続先サーバの再確認

Cisco UCS 2232PP FEXの稼働中止または再稼働後は、必ずその FEXに接続されているすべての
サーバを UCS Managerで再確認する必要があります。
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第 4 章

Cisco UCS Manager と統合するための以前の
リリースバージョンのサーバのアップグ

レード

この章の内容は、次のとおりです。

• アップグレードに必要な項目, 43 ページ

• Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード, 44 ページ

• 統合型サーバでの Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootイメージの更新, 46 ページ

• サーバのデュアルワイヤ管理からシングルワイヤ管理へのアップグレード, 49 ページ

アップグレードに必要な項目
次に、Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとを統合するためにアップグレードを行う場合に
必要な、サーバ CIMCの最小バージョンと Cisco UCS Managerのバージョンの要件を示します。

CIMC のバージョンサーバ

1.4.3cC200

1.4.3cC210

1.4.3cC250

1.4.3cC460

1.4.3cC260

1.4.4aC220

1.4.4aC240
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CIMC のバージョンサーバ

1.4.5dC22

1.4.5dC24

C シリーズサーバのファームウェアのアップグレード
Cisco UCS Cシリーズサーバの CIMCのリリースバージョン 1.4は、Cisco UCS Manager 2.1との
統合に必要なレベルです。サーバの CIMCのリリースバージョンが Cisco UCS Managerとの統合
の要件を満たしていない場合は、サーバを Cisco UCSドメインに接続する前に、サーバのファー
ムウェアをアップグレードしてください。

手順

ステップ 1 お使いのサーバに対応する Host Upgrade Utility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索
し、ワークステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS) Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 2 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグ
レードの場合は仮想デバイスを準備します。

説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブまたは外付け DVDドライブに
DVDを挿入します。

ローカルアップ

グレード
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Manager
ソフトウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCIMCIPアドレスを入力し、次
にユーザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVM Console]ウィンドウを
開きます。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual
Media]を選択します。

5 [Virtual Media Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティ
リティ ISOファイルを検索し、選択します。 ISOをダウンロードした場所
に移動します。 ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [Virtual Media Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する
[Mapped]カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するの
を待ちます。 [Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップ

グレード

ステップ 3 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。

ステップ 4 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的なCD/DVDデバイスを選択し、Enter
を押します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを
押します。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 5 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you
read the Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。

• EULAを読むには nを押します。 EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルす
るには nを押すよう求められます。 nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。 qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。

ステップ 6 「Enter Choice」プロンプトで、[All the above]メニューアイテムに対応する数字を入力し、
すべてのファームウェアをアップグレードします。
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ユーティリティによって、お使いのサーバに適したファームウェアコンポーネントが選択され、

ファームウェアのアップグレードが実行されます。アップグレードが完了したことをコンソール

画面で確認してから、ステップ 7に進みます。

ステップ 7 [HostUpgradeMenu]で、「Enter Choice」プロンプトが表示されたら、[Reboot (ConfiguresCIMC
to UCSMmode—default factory settings)]メニュー項目に数値を入力して、UCSMモードでサーバを
リブートします。

ユーティリティによって、UCSMモードの設定を使用してサーバが再起動されます。このモード
で Cisco UCS環境との統合を実行できます。

（注） •再起動中に、新しい CIMCファームウェアが自動的にアクティブ化されます。

• UCSMモードの設定では、DHCP、アクティブ-アクティブの NIC冗長化、および
NICの Shared LOMモードがイネーブルになり、CIMCは管理ポートではなく 1Gb
LOMポート経由で制御されます。スタティック IPアドレスと管理ポートはすべ
てディセーブルになるため、CIMCとの接続は失われます。

次の作業

サーバを互換性のあるサーバリリースバージョンへアップグレードした後、サーバを Cisco UCS
ドメインの一部として、サーバへの物理的接続を確立する必要があります。サーバを Cisco UCS
FEXおよび FIに接続するには、クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCSドメ
インとの接続, （26ページ）を参照してください。

統合型サーバでの Cisco UCS P81E VIC ファームウェアと
uboot イメージの更新

Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootのバージョンが 2.0(2g)よりも前である場合に、サー
バと Cisco UCS Managerのいずれかのバージョンを統合すると、UCS Managerソフトウェアから
ディスカバリおよび関連付け/関連付け解除に関する障害が返されます。このような障害を防ぐた
めに、次の操作を実行してください。

•サーバと UCSシステムを統合する前に、スタンドアロンモードで、P81E VICファームウェ
アと ubootイメージを必要最低限の 2.0(2g)のレベルにアップグレードします。

•サーバがすでに統合されている場合は、UCSManagerソフトウェアで P81E VIC ubootイメー
ジを更新することはできません。統合からサーバをいったん削除して、Cisco Host Upgrade
Utilityを使用してカードおよびサーバのファームウェアをアップグレードする必要がありま
す。

次の手順では、サーバが Cisco UCS Managerと統合されているときにアップグレードするプ
ロセスについて説明します。
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手順

ステップ 1 UCS Managerによるサーバの稼働を中止します。

ステップ 2 サーバの 1 Gb LOMポートからケーブルを取りはずします。

ステップ 3 LANから 1 Gb LOMポートのいずれか 1つ（UCSMモードでディセーブルにした専用の管理ポー
ト以外）にイーサネット回線を接続します。

ステップ 4 お使いのサーバに対応する Host Upgrade Utility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索
し、ワークステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS) Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 5 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグ
レードの場合は仮想デバイスを準備します。

説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブまたは外付け DVDドライブに
DVDを挿入します。

ローカルアップ

グレード
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Manager
ソフトウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCIMCIPアドレスを入力し、次
にユーザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVM Console]ウィンドウを
開きます。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual
Media]を選択します。

5 [Virtual Media Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティ
リティ ISOファイルを検索し、選択します。 ISOをダウンロードした場所
に移動します。 ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [Virtual Media Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する
[Mapped]カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するの
を待ちます。 [Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップ

グレード

ステップ 6 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。

ステップ 7 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的なCD/DVDデバイスを選択し、Enter
を押します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを
押します。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 8 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you
read the Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。

• EULAを読むには nを押します。 EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルす
るには nを押すよう求められます。 nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。 qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。
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ステップ 9 [Update UCS P81EVIC]オプションを選択します。カードファームウェアと ubootイメージが必要
なレベルに更新されます。

ステップ 10 [Update CIMC Firmware]オプションを選択します。 CIMCファームウェアが更新されます。

ステップ 11 次の画面でファームウェアレベルを確認します。

ステップ 12 [Reboot the machine]オプションを選択します。

ステップ 13 再起動中に F8プロンプトが表示されたら、F8を押して CIMC Configuration Utilityを開きます。

ステップ 14 CIMCConfiguration Utilityで [CIMC Factory Default]オプションを選択し、F10を押して変更内容を
保存します。

ステップ 15 FEXからサーバの 1 Gb LOMポートにケーブルを再度接続します。

ステップ 16 UCS Managerでサーバを再稼働させます。

サーバのデュアルワイヤ管理からシングルワイヤ管理へ

のアップグレード
サーバがデュアルワイヤ管理で Cisco UCSドメインと統合されている場合は、Cisco UCS Manager
をリリース 2.1にアップグレードすることで、サーバをシングルワイヤ管理で統合できるように
アップグレードできます。

Cシリーズラックマウントサーバがスタンドアロンモードで管理されている場合、シングル
ワイヤ統合のためにサーバをアップグレードするには、次の手順を実行します。

（注）

•サーバの電源を切り、該当する PCIeスロットに Cisco UCS VIC1225アダプタを挿入しま
す。

•「Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード」の手順に従います。

次に、デュアルワイヤ管理で統合された既存のサーバをシングルワイヤ管理での統合にアップグ

レードするプロセスを示します。

• CIMCおよび BIOSファームウェアを推奨レベルに更新します。「Cisco UCS Manager 2.1と
のシングルワイヤ統合の要件」を参照してください。

•サービスプロファイルの関連付けを解除し、Cisco UCSドメインからサーバの稼働を中止し
ます。

•該当する PCIeスロットに Cisco UCS VIC1225を挿入します。

•サーバを Cisco UCSドメインと接続します。「クラスタセットアップでの Cシリーズサー
バと Cisco UCSドメインとの接続」を参照してください。
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サーバは非クラスタセットアップでも接続できます。（注）

• Cisco UCS Managerモードでサーバを再稼働します。
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